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｢食と農のこれからを考える」

ねらい： 日本の豊かな食を支える農業・農村は危機的状況にあります。

一方で、近年では全国の農村では活性化に向けて様々な取り組みが見られます。

国も 「地方創生」を合言葉として、農業・農村を応援しています。

本講義では、食と農の関係性の変化を把握するとともに、

農業経営や都市農村交流などについて現状と課題を把握し、

今後の展開について検討します。

対象：一般社会人ほか

場所：和歌山大学栄谷キャンパス（東1号館G103室）

開講時期：後期火曜日5時限目(16:30-18:00)

募集人数: 30名程度

第1回(10月2日)現代の食料‘磯業（岸上光克、食農総合研究所・教授》

第2回(10月9日）地方創生と農の6次産業化（内藤重之、琉球大学農学部・教授）

*JAわかやまと和歌山大学（観光学部）は20154fjb.ら3年間「新たな市民農幽の展開による梛IIj農業再生」をテーマに共同研究に取り組み、農

業体験農剛の開設などの成果をあげてL,ろ。そして、 2018年度からは共|可研究の継続とともに．次世代の育成や食農教育を通じた農業理解の
醸成を同的とした寄付艤義を開講することとなった〔

灘夢雪豐蕊呵食農総合研究所
時一

電話: 073-457-7126
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聴講資格: 18歳以上（高校生は除<)

募集人数：30名程度

出願期間：平成30年9月5日（水）～9月13日（木）

出願方法： 「受講者登録申請書」と『聴講申請書」を
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和歌山大学食農総合研究所宛にお送りください。

その際、封筒の表に「学部開放授業書類在中」 と 朱書きし、

郵送~ドさい。
●

◆ q
和歌山大学食農総合研究所出願先

● ●

和歌山市栄谷930番地〒640=8510

登録料7，棚円(1回の登録で4年間、本学学部開放授業の聴講申請が可能です）

聴講料10,000円

※申請書類が届き次第、振込用紙を郵送します。

所定の用紙を使って聴講料及び登録料を平成3岬9月18日（土）までに銀行振込して
手数料は受講者負担となります。

期限までに振り込まれない場合は、登録申請、聴講申請は無効となります。

費用

ください。

和歌山大学食農総合研究所 Ⅷ』 073-457J7126問い合わせ先

FImil sydnm@alter.w釧鋤aInaFu.ac.jp

＊＊和歌山大学食農総合研究所

コンセプトは「テロワールを活かした農の新たな価値創造」。和歌山におけ

股林漁業の再生にあると考え、食や腿、磯山漁村の牒題に応える本学の窓口
発足。今後の展開を模索中。

る地方創生の鍵は股山漁村の地域再生、 それを支える

として、平成28～31年度の4年間のプロジェクトとして

＊＊＊

テロワールとは、ワインのソムリエが使う雷葉で、

境とそこで育まれた特徴的な産業、文化、歴史、 そ

われています。

ての立地を表していますが、現在では風土、自然環プドツの生育灘塊とし

して暮らしが源然とな しさ」を表現する言葉として使つたいわぱ「地域ら
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｢食と農のこれからを考える」

ねらい：日本の豊かな食を支える農業・農村は危機的状況にあります。

一方で、近年では全国の農村では活性化に向けて様々な取り組みが見られます。
国も 「地方創生」を合言葉として、農業・農村を応援しています。

本講義では、食と農の関係性の変化を把握するとともに、

農業経営や都市農村交流などについて現状と課題を把握し、
今後の展開について検討します。

対象：一般社会人ほか

場所：和歌山大学栄谷キャンパス（東1号館GlO3室）

開講時期：後期火曜日5時限目(16:30-18:00)

募集人数: 30名程度

第1回(10月2日）現代の食料・農業（岸上光克、食農総合研究所・教授）

第2回(10月9日）地方創生と農の鰍産業化（内藤重之、琉球大学農学部・教授）
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*JA|わかやまと和歌山大学（観光学部）は2015年力．ら3年間「新たな市民農|剣の展開による都i1j農業再生」をテーマに共同研究に取り組み、農

業体験農剛の開設などの成果をあげている。そして、 2018年度からは共同研究の継続とともに、次世代の育成や食農教育を通じた農業理解の

醸成を同的とした寄付識義を開講することとなった。

識心和歌山大￥""” 食農総合研究所
I』

電話: 073-457-7126
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(高校生は除く）聴講資格： 18歳以上

0名程度募集人数： 3

（水）～9月13日（木）出願期間：平成30年9月5日
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出願方法： 「受講者登録申請書」 と 「聴講申請書」を

和歌山大学食農総合研究所宛にお送りください。

その際、封筒の表に「学部開放授業書類在中」

郵送下さい。

と 朱書きし、

和歌山大学食農総合研究所

〒640-8510和歌山市栄谷93幡地

出願先

費用：登録料7，Ⅲ円(1回の登録で蝉間、本学学部開放授業の聴講申請が可能です）
聴講料10,棚円

※申請書類が届き次第、振込用紙を郵送します。

所定の用紙を使って聴講料及び登録料を平成30年9月18日（土）までに銀行振込

手数料は受講者負担となります。

期限までに振り込まれない場合は、登録申請、聴講申請は無効となります。

こ銀行振込

科は受講

までに振

して ください。

和歌山大学食農総合研究所皿073-457=7126

EF1nail sydnjn'enter・wakWan蹄u.ac・jp

問い合わせ先：

＊＊和歌山大学食農総合研究所

コンセプトは「テロワールを活かした農の新たな価値創造」 。和歌山における地方創生の鍵は農山漁村の地域再生、それを支える

農林漁業の再生にあると考え、食や農、農山漁村の課題に応える本学の窓口として、平成28～31年度の4年間のプロジェクトとして

発足。今後の展開を模索中。

＊＊＊

テロワールとは、 ワインのソムリエが使う言葉で、ブドクの生育環境としての立地を表していますが、現在では風土、自然環

境とそこで育まれた特徴的な産業、文化、歴史、そして暮らしが揮然となったいわば「地域らしさ」を表現する言葉として使
われています。
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＜和歌山大学へのアクセス＞
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